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司
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司
官
喜
志
E
-曹
の
培
養
練
久
液
が
夫
豆
の
蒸
散
作
用
に
及
ぼ
す

影
醤

一
一
、
殺
菌
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収
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ボ
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菌
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ボ
ル
ド
ウ
拍
恨
の
測
製
及
効
果
に
闘
す
る
研
究

石
決
硫
黄
ボ
ル
ド
ウ
液
に
就
て

吉

経
路
硫
黄
合
剤
使
用
に
就
て

郎

7

オ
ル
マ
リ

ν
に
依
る
水
稲
種
子
消
穆

郎

二
硫
化
炭
素
の
取
扱

吉

果
樹
用
薬
剤
の
話

果
樹
薬
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械
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績
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岨
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菌
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一0・|

精
度
三
の
七
・
九
l
コ一

日
本
嫡
病
曾

.五霊
のの

菜 室

主王

同

QLJ 
?¥ 



多安安愛同同同赤天同

本
郊
に
於
け
る
植
物
病
害
に
闘
す
る
文
猷
目
録
ハ
一
九
一
一
一
五
V

部部
胡

知石野

E事車農-'1T 院

安

城

農

蚕

研

究

曾

背明ト同同同同同

日厳
木

l
 

Jμ 梅

嘉
秀之

爾

稲
熱
病
と
そ
の
防
除
封
策

潔爾

鶴
居
慣
に
附
着
茸
口
〈
は
内
部
に
侵
入
滞
在
す
る
稲
熱
病
菌
及
び
共
の
他

の
薗
に
封
す
る
化
拳
物
質
の
影
響
(
謙
嬰
)

試

小
委
の
傑
班
病
に
就
い
で

和
麹
拍
車
防
は
八
月
中
下
旬

小
委
の
萎
縮
病
性
口
同
種
の
脊
成

小
委
の
萎
縮
病
と
輸
栽
試
駿

雄

高
加
古
菜
、
革
問
委
病
害
綜
合
防
除
法

卒

碕
相
縞
集
結
病
グ
ア
イ
ラ
ス
に
図
る
小
委
グ
ア
イ
ラ
ス
病
に
就
て

稲
総
業
績
備
に
関
す
る
試
駿
成
績
織
要
(
議
要
)

商
代
と
稲
熱
病
(
抄
鋒
)

夫-

♀ 本 稲
揮邦熱
型d、病-.菌
者 に
干於

量2
の生
赤 理
飯事
病的
菌分
の化
ご現
生 fIl
E買に
型就
にき
射 て
す
る

霊
位

文丞

稲
の
病
害
に
就
て
(
一
ー
=
一
)

病
害
方
面
よ
り
見
た
る
東
北
凶
作
の
針
策

稲
馬
鹿
苗
病
と
英
防
除

稲
熱
病
菌
に
刷
到
す
る
稲
品
種
の
耐
個
別
倹
を
査
定
す
る
に
は
薗
の
各
穣

の
系
統
を
用
ひ
接
漬
裁
駿
を
要
す

栢
苗
腐
敗
病
と
其
の
防
除

委
類
保
斑
病
の
mm播
に
就
て

阿
八
四

農
業
と
鰹
積
一
一
の
七
・
-
一
一

8
l

日
本
樽
締
曾
撃
の
一
・
莞
さ
一

安
城
農
報
一
夫
・
一
豆
一
丁
豆

同

同0
・一一
O
四
l
茸

同

一回子一一四一
l
四

同

一回-一・
2

四七
S
九

農
業
の
満
洲
七
の
z・芸一
l
t
七
、
旗
傾
農
曾
毅
一
天
・
ャ
l
-
一一

病
量
三
の
一
0
・
句
会
|
窒

日
本
摘
出
向
曾
報
圃
の

Z
H・一一一軍
1
六

大
日
本
農
報
量
の
R
・一一

日
本
植
窮
曾
報
五
の
-
一
・
一
宅
1
1
0

病
鐙
ニ
一
一
の
宇
一
完
|
会

事
円
諜
農
曾
報
}
一
六
六
・
一
七
よ
一
六
J
一
手
一
千
二
回
、
美
人
・
元
!
莞

一一突・一一
:
l
四
・
病
趨
ニ
一
一
の
了
空
l
z

同病
錨
ユ
一
一
の
宇
一
一
又
l
一回

同

一一一一の四・-一き

l
四

同

-一一一の克・支
A
l穴-一

同

一一一一の七・き五
i
d
n



同同同同同同同同R 逮同同同同園朕橋鉢

城本
目提

寺• 儀

蝋

定書事
清

mm及
饗
の
病
害
愈
防
と
し
て
薬
剤
撒
布
の
沿
背
中
迎
に
現
況
に
就
て

mm趨
婦
と
其
の
防
除

東
北
地
方
の
凶
作
は
冷
害
と
府
警
と
臨
則
す
る
の
要
あ
り

忠
君
類
保
護
出
問
と
英
の
防
除

委
類
の
苗
圃
篠
山
内
と
英
の
防
除

委
類
の
病
害
海
防
と
し
て
の
薬
剤
撒
布

昭
和
九
年
東
北
柚
方
に
於
け
る
凶
作
と
稲
熱
病
の
被
害
起
に
之
が
防
除

の
顕
著
な
る
成
績

東
北
地
方
に
於
け
る
凶
作
と
稲
熱
病

A 

稲
熱
病
の
防
除
法
に
就
て

稽
薗
篠
山
拘
薗
の
褒
育
に
及
ぼ
す
水
素
イ
オ

ν漉
度
の
影
響
に
就
て

理
念
。
件
。
ご
自
民
明
言

S
骨
宮
町
田

pasoご
F

。
1
2
1百件『】可

弐
山
首
吉
田

.
S
E
r
e
E
K帆
廻
国
吉
、
E
・

楠
物
館
ょ
に
於
け
る
こ
一
一
一
細
菌
後
盟
関
の
行
動
に
及
ぼ
す
鎗
抗
菌
の

影
審
(
講
要
)

茂

稲
紋
結
締
の
愛
生
に
及
ぼ
す
園
間
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
影
響

玉
鋪
黍
の
大
約
菌
後
約

男

庫
常
赤
徹
街
薗
に
闘
す
る
一
一
一
一
一
の
賞
験
に
就
て
(
講
要
)

夫

砲
の
番
街
術
に
就
て

郎

小
委
検
査
と
黒
櫨
傾
向
拘

番

稲
熱
病
に
強
い
水
稲
新
品
種
農
林
四
甥
の
育
成

‘
曲
宵
謹
作
物
の
・
婦
警
に
闘
す
る
事
項

同

一一-一のん
-
R魚
γ
l
A

同

一一旦のん

-R-一Z
l
a

同

=
一
一
の
九
・
若
缶
|
ん

き
の
一
0
・
七
九
亘
九

一一一一のご一・北堕
i
歪

同同現
代
農
業
一
の
三
・
一
z
l
九

農
業
六
五
一
一
・
四
丁
人

農
業
数
育
時
霊
の
ユ
・
-或
l
-

栃
木
農
相
権
一
一
一
の
四
三
五
l
z一

宮
崎
高
襲
撃
突
・
一
|
ご

同

A
-
詔ア
A

日
本
植
山
胸
骨
官
報
ま
の
一
・
套
l
A

農
随
一
O

の
六
・
一
聞
き
|
回

同

一
O

の九・一一史
Z
l
回

日
本
植
病
曾
器
の
Z
、
四
・
一
一
手
人

箆
聾
臨
時
報
一
塁
・

5
l
z

愛
媛
陣
属
国
汁
時
報
室
ニ
・

4

ハ

農
民
文
化
九
の
瓦
・
一
一
g
l六

判
八
五



本
邦
に
於
け
る
横
物
病
害
に
開
ず
る
文
献
目
録
二
九
一
一
一
五
)

平井安迦早卒康樋面耳福出錨同弁石伊岩市岡同伺
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回
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島
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稲
熱
病
の
防
除
に
就
℃

吉孝鷲雄郎

稲
熱
病
防
除
に
関
す
る
研
究
ハ
昭
和
九
年
度
研
究
鰹
過
大
要
報
告
ν

粟
白
髪
出
向
菌
の
第
二
次
傍
染
(
議
要
)

郎

地
形
と
冷
害
(
一
l
一
一
)

試

稲
熱
病
の
正
副
胞
と
そ
の
輪
車
防
法
の
完
成

出
向
〕
『
凸
《

Larm-s-
官
H
Z
U抽
目
白
色

Z
E言
。
自
任
。
品
。
司
臼
句

旨
ロ
角
田
勾
咽

C
『

H
H
H
L
Z
ロ
自
己
-
o
F

mm
の
委
縮
術
に
闘
す
る
研
究
(
第
六
報
」

減吉試

稲
熱
病
と
其
の
防
除
(
一

f
一一)

新

書
置
の
泉
鏡
病
菌
の
中
問
答
主
植
物
に
就
て
(
謹
肝
要
)

i:t 

細
菌
代
に
於
け
る
稲
熱
病
の
態
防
法

小
委
鏑
萎
縮
病
の

X
慢
の
顕
微
化
撃
的
反
謄
班
に
英
の
成
生
母
健

(
講
要
υ

積
苗
の
萎
縮
と
稲
穂
術
蘭
の
寄
主
慢
侵
入
と
の
側
係
(
講
要
)

孝

稲
熱
病
と
そ
の
防
除
法

暴
風
襲
来
期
を
前
一
に
注
意
す
べ
き
稲
白
葉
枯
病

誠悟郎

稲
熱
病
愛
生
・
と
土
填
と
の
聞
係
調
室

水
宿
主
要
病
害
第
一
次
窓
生
と
其
の
綜
合
防
除
・
法

総
帥
鮒
惜
別
に
闘
す
る
研
究

稲
熱
病
に
側
す
る
研
究
2
1r-u

四
入
六

新
潟
農
曾
副
撤
去
主
主
了
七

-一一へ

日
本
植
病
曾
線
五
の
一
・
八
回
1
1

七

植
動
Z

の
四
・
七
九
O
|
八
、
冗
・
九
毛
i
合

準
備
農
報
五
O
一
・
一
天
|
九

北
大
農
紀
美
の
ユ
・
一
一
ス
l
天
耳
、
各
脳
同
研
聖
子
ゴ
一
一
丁
一
蚕

札
幌
農
林
系
の
一
一
天
主
夫
・ー
九

良
友
一
一
国
・
一
豆
l
A
・
一
一
契
・
一
六
!
=
一
一

日
本
植
術
借
間
報
四
の
E
.

同・一一芙

病
趨
去
一
の
穴
・
聾

1
8

日
本
植
病
曾
語
の
ヨ
、
同
・
-
一
回
1
1

同

互
の
一
・
交
l
九

現
代
農
業
一
の
A
・
六
l
九

同

一
の
八
・
九
l
一
。

札
幌
農
林
一
天
の
三
重
・
回
窓
口
l
A
四

府
信
エ
一
一
の
三
孔
醤
|
八
一

劃
軍
備
農
報
皇
室

-E7内

岐
阜
農
禽
報
一
一
一
の
芳
一
九

i
g、
A
・
=
z
l
七



同同同岩岩同告E加木同菊同栗同同明草黒鍬同

揮

東
野

俊

日

山

秀

塚
槻山子穣庭池林

R 

信新惇隆康武量t久

水
宿
主
要
病
害
第
一
次
島
民
生
と
尖
の
綜
合
防
除
法
(
地
問
要
)

稲
熱
闘
病
に
側
す
る
研
究

水
稲
主
要
病
害
の
綜
合
防
除
・
法

治

稲
作
の
制
限
径
三
一
一
)

車
君
類
袋
一
腐
一
昨
拘
の
防
除
に
就
て
ハ
議
要
)

箇
代
を
努
り
て
病
鐙
警
や
防
除
せ
よ

=担
1:1 

稲
熱
病
の
綜
合
防
除
貨
施
の
結
果
に
つ
い
て
(
議
要
)

沼
の
積
首
イ
モ
チ
病

司tJ 

Ba
の
委
縮
鱒
海
防
に
就
て

委
事
安
抽
駒
山
川
縁
防
と
し
て
の
窟
君
臨
開
矯
に
就
て
(
線
事
)

雄

昭
和
九
年
に
於
け
る
気
象
と
稲
熱
病
と
の
鮒
係

衛

気
象
的
見
地
か
ら
稲
作
術
省
後
防
の
共
同
作
業
を
奨
む

凶
作
地
に
於
け
る
稲
熱
病
被
害
藁
の
慮
分
被
害
籾
の
消
毒
の
必
要
に

就
て

小
委
腹
黒
甫
m
病
菌
の
系
統
と
筑
抗
性
品
種
に
就
て

小
委
脹
胆
一
山
積
偽
菌
の
系
統
と
抵
抗
性
品
種
に
就
て
(
講
要
)

文助光

初
耐
熱
病
の
完
全
防
除
法
に
つ
い
て

小
委
各
種
鏡
備
に
闘
す
る
研
究

治

積
熱
-Hm
の
防
除
法

『一
.
嘗
遁
作
物
の
病
害
に
闘
す
る
事
項

小
委
の
樫
黒
穆
環
防
法
と
し
て
の
粉
剤
利
用
試
験
成
績
(
講
要
)

日
本
植
病
曾
霊
の
一
・
毛
l
A

新
潟
農
曾
報
交
A
・
回
き
l
A

良
敏
夫
の
同
宗
主

8
l
一

農
関
一

OEO-z同毛

日
本
植
術
曾
語
の
宅
問
・
=
一
一
八
!
九

富
山
農
雑
美
一
-
A
!
一
。

日
本
植
病
曾
報
回
の
草
、
四
・
三
一
回

愛
土
一
一
七
回
・
函
ム

交

大
地
主
主
軍
|
六

日
本
継
続
曾
認
の
百
一
‘
四
・
三
一
。

栃

毒
殺

2t 

同病
掻
ユ
ニ
mu
子エ一-al一一。

同

=
一
一
の
豆
・
費
五
l包

日
本
植
病
曾
剖
笠
の
一

-ai-n

農
民
文
化
九
の
七
・
一
o
l
z

農
産
品
寓
報

Zニ・
Z
L一九

信
民
協
働
間
報
哲
の
一
0
・
君
主

日
本
植
病
曾
書
の
宅
四
・
ユ
一
ズ

四
八
七



鍬九前4奇百森守森村同内河中中同新
潟
町
勝

新同西

塚

本
邦
に
於
け
る
植
物
病
害
に
闘
す
る
文
献
目
録
(
一
九
一
一
一
五
)

治

苗
代
様
式
と
積
首
精
剣
山
"
と
の
側
係
(
瀧
饗
)

稽
の
薗
篠
山
"
に
闘
す
る
研
究
成
績

大僑野国
藤

田

島
E

五

対

策

~ 
fコ原

3軍農

}II 

八

武

清

瀬

君事昭

潟

8者

久号匹延ヨ町
秀

官
太

績
太之

内

務

部

農之

部国

小
委
の
線
道
鋳
に
就
て

強
敵
稲
熱
病
の
輪
車
防
法

郎

頚
イ
モ
チ
鋳
の
被
害
経
減
に
有
効
な
る
務
水
期
の
遅
延
(
一
〉
.

男

棄
の
白
髪
病
に
就
て

友

紹興
熱.常
f高気
に象
就 と
・て イ
のそ

言宗

郎之

稲
熱
病
の
輪
車
防
に
就
て

郎

小
車
君
臨
虫
歯
海
防
の
奨
働

今
歳
の
稲
作
曲
約
書
に
就
て

喬

鹿
児
血
岡
地
方
に
費
生
せ
る
小
委
の
銭
・
鋳
に
就
て
(
講
要
)

吉郎

稲
の
小
球
菌
篠
病
菌
及
小
量
核
病
菌
に
就
℃
(
講
要
)

助

小
委
銭
術
防
除
に
就
C

試

委
赤
徹
病
の
猿
防
に
就
て
(
講
要
)

穏
抽
閉
山
澗
と
其
防
除
法
に
就
て

水
稲
鮒
病
性
口
問
種
育
成
試
験
の
現
況

稲
熱
病
防
除
成
績
二
種

助

姿
の
黒
穣
・
対
と
其
の
防
除

四
八
八

円
本
植
山
澗
曾
報
耳
の
一
・
空
l
回

会
良
試
金
報
公
ニ
宣
)
一O
R
・四
l
九

農
民
文
化
九
の
穴
・
エ
四
1
坦

農
蚕
研
究
二
の
一
0
・
芙
E
l
犬
、
三

τ国
百
一
・
六

北
斗
農
相
椴
ヨ
の
民
主
丁
六

島
根
康
曾
君
男
・
三

回

農
左
一
莞

-
A
1
2一

扇
弁
農
禽
報
2
8・四円!き

肉
陵
農
報
一
さ
一
・
一
一実
↑
哲
一

同

-a-一
一
完
=
下
今
奈
良
践
曾
聖
書
一
・
一
回
i
六

日
本
植
病
晶
回
線
聞
の
耳
、
四
・
ユ
望

l
四

周

誕
の
一
・
交
l
七一

愛
土
一
至
・
=
一
了
豆

日
本
植
錆
曾
謹
の
Z
、
四
・
三
一
昔

新
潟
農
曾
報
官
吏
・
四
回
l
喜一

同同

美
子
一
一六八
l
益

悪
)
・
美
一

l
四

米
殺
界
一
玉
・
一
品
J
Z



同西山西野山富E西農

林

省

同同同周岡同同同大定~ 悶

門内門内本門回回山木岡
木

久

議己義己弘義技農

務

局

十農和米之

稲
熱
備
の
防
除
に
就
て
つ
一
ー
さ

小
委
赤
徽
病
防
除
に
関
す
る
研
究

酉-

小
豪
傑
斑
出
納
海
防
に
就
て

酉叢ー

邦
護
疲
軒
酬
の
赤
徹
病
に
闘
す
る
研
究
(
第
一
日
報
)
餐
類
の
赤
徹
病

〔
黒
黙
病
)
歯
固
の
小
婆
酋
に
針
す
る
病
原
性
の
分
化

師

陛
総
の
晩
愛
生
穏
稲
熱
病
に
翻
す
る
ニ
コ
一
の
考
察

治
組
開
出
"
と
英
の
防
除
(
ア
六
)

稲
熱
病
防
除
と
し
て
の
種
籾
消
穆
及
藁
底
分

稲
熱
病
に
側
す
る
研
究
〔
第
三
報
)
特
に
種
籾
消
毒
及
mm起
用
虜
分
に
就
て

稲
熱
病
の
防
除
法
〔
上
下
)

重量

委
類
の
委
縮
縛
及
其
の
殻
防
法
に
就
て

蔚
熱
病
激
防
の
見
地
か
ら
観
た
る
畑
苗
代

試

畑
地
に
愛
生
す
る
小
宮
崎
保
護
備
の
射
策
に
裁
て

庫
膏
俊
道
病
防
除
に
就
て

車
密
保
透
出
向
に
闘
す
る
研
究
成
俊
概
要

夫

凶
作
と
稲
熱
病
の
再
吟
味

本
道
に
於
け
る
猪
首
稲
熱
病
と
射
策

助

開
来
村
に
血
院
生
の
稲
熱
病

一
一
一
‘
普
遁
作
物
の
病
害
に
関
す
る
車
頭

量
賓
の
雲
下
腐
敗
締
珍
妨
は
ζ

号
し
て

福
岡
農
曾
報
歪
一
・
一

A
l三
、
重
一
一
・
コ
一
ア
l
穴

農
産
品
寓
級
官
5
・一

l六

開

maz-一
の
一
。
・
英

7
A

農
製
研
究
二
回
・
三
也
1
l
四回

鳥
取
農
試
農
時
会
・
一
四
三
了
六

帰
趨
三
一
の
乎
莞
平
l

坦
一
、
主
主
|
色
、
七
・
受
?
交
、

八
・
蛮
ヤ
l
吾
、
字
選
ヤ
1
曹
、
一
0
・八一回
l
=一一

甚
軍
備
農
相
関
Z
U
四・一

Ol-一

農政資九一一一・
-
1
1
一奈

山
口
慶
禽
報
一一旦
七
九
・
一
一
回
ー
へ
冒
ズ
0
・
毛
l
m
o

同

写

盆

・

3
苧
!
大

岡
山
農
試
時
曹
三
一
一
二
九
莞
l
若

周

千
五
令
i
会一

周

一八三一
O

四一
l
六

農
産
鍍
塑
三
・

-
l一石

文
化
農
報
一
室
・
?
一
o

.
大
田
農
報
一
の

τ一z
l
p
七

兵
庫
農
曾
遁
雷
一
歪
・
z

一一九九三一

同

四
入
九



酒煩同11 関津同同瀬島同同自池移鈴同

本
邦
に
於
け
る
植
物
惜
別
警
に
闘
す
る
文
献
目
録
(
一
九
三
五
)

戸J
r
品
鍋
匂

弁
弁田

房

国石水

基粂
太

昌代矯

弁

苗
代
の
病
害
鐙
防
除

事

庫
置
中
濃
縮
備
に
就
て

大
量
密
塵
黒
穏
病
に
就
て

夫

稲
麹
病
に
闘
す
る
斌
厳
研
究
成
績
の
続
要
(
講
袈
)

小
饗
腹
黒
穆
障
問
の
海
防
に
つ
い
て

主主
r:l 

肱
皿
肥
置
を
鍵
に
せ
る
水
稲
の
子
賓
と
稲
イ
モ
チ
出
"
と
の
関
係
磁
に
笑
の

子
貨
に
よ
る
満
苗
に
就
て

化
祭
物
噴
出
周
期
に
上
る
稿
イ
モ
チ
備
の
混
住
防
止

-mに
於
け
る
組
制
イ
モ
チ
病
の
翌
年
蔓
廷
の
福
原
祭
殖
に
共
の
矯
置

宮
町
弘
包

H
t
『
同
自
国
宮
古
島
高

3
r
r
E
R
F岡
田
ヨ

rr芸
品
。
司

F
石田
S
H
e
-

稲
熱
病
菌
に
射
す
る
稲
の
挺
抗
伎
に
就
て

稲
幽
閉
山
拘
甜
闘
に
劇
到
す
乞
鶴
間
の
指
抗
性
に
闘
す
る
考
察
(
暗
闇
袋
)

郎音

稲
穂
術
菌
の
一
感
染
法
に
就
て

水
羽
田
の
冷
害
針
策
と
し
て
の
陸
稲
の
多
潟
裁
第
法
(
温
水
漣
混
同
栽
培
法
)

の
研
究
を
提
唱
す

行助

小
副
官
萎
縮
婦
と
前
作
班
に
漣
作
給
作
と
の
関
係
戸
第
一
報
〉

雄

宿
種
子
中
に
稽
在
せ
る
細
菌
に
闘
す
る
研
究
2
l
d
c

m
g山
町
伶
園
。
白
忌

@
Z
P
H
8
2
0同
君

B
o
z
-
8目
E
S
S
}
伊
丹
時
。
富
。
口

同
町
白
書
提
出
骨
密

z
q
e向
子
。
ユ

8
1
5
H
S
乞
E四

P
宮
内
国
民
え
忌
ミ
』
。
.

，
奇
ぼ
吉
会
賞
諸
曙
a

g
品
。
ロ

H
r
e
g
p
H。
自
問
自
己
与
耳
旨
件
。
ョ
。
叫
各
命

司
自

S
F

-
E
2
8回
口
。
。
同
会
司

2
3
8
m
同ロ

S
ロ
目
。
宮

E
Z
m同
丘
町
田

6
0

E
S
;
2言
者
回
g
p
E民
団
司
明
吉
田
・

四
九

O

鹿
児
島
慶
曾
農
報
一
ニ
V
一
ア
L
R

病
歯
一
一
-
一
の
苓
望
。
ド
ls

同
-
一
一
一
の
拠
・
量
一
一
1
冨

日
本
植
病
曾
割
高
の
冨
一
、
回
・
ニ
采
|
七

滋
賀
農
相
報
一
嘉
・
一
6
土一

壷
組
問
農
富
申
報
話一
の
R
・豪ぢト占ハ

Z
一
の
九
・
記
九
l
A
量

同

き
の
一
0
・一
O
交
L

六人

岡京
文
康
紀
美
・

7
3

教
育
農
益
回
の
二
・
一
美
田
l
六

日
本
植
婦
曾
霊
の
一
・
盃

札
幌
農
林
美
の
一
面
・
霊
一

農
闘
一
O

の
一
・
釜
l

A
一

同

一O
の九・芸

og--n

植
動
詞
の
回
・
哲
児
1
8、
二
-
一
九
恒
三
!
幅

東
大
農
紀
一
軍
の
寺
三
誕
!
釜



町査

中

武赤高高同滴回回佐田岡

彩 k中

木

卒_-

同同同了山田同寺

升l
内 石 杉 畑JC 中杉

田尾

農
晴行英光清卒歪

試

E
H三
官
自
g
o
h
L山崎

3
5二回
g
u
g

。
E
E
E
r
?

加目

8
ロ
H
m
a
p岡
崎
思
想
阿
富
島

E
F昼
間
日

4
8・

稲
熱
病
第
抗
力
調
査
班
に
試
曲
四
五
七
甥

好 雄 男 徳

稲
作
冷
害
回
顧

満
洲
に
於
け
る
粟
白
髪
病
菌
卵
胞
子
の
接
麗
カ
に
就
て
2
1
1
四
)

姿
類
萎
縮
病
の
裂
病
に
蹄
す
る
研
究
(
議
要
)

委
委
館
町
術
に
関
す
る
研
究
会
一
)
X
憶
に
就
て
(
議
要
)

同

一重
l
歪一

援
中
州
農
試
昭
九
業
務
年
聾
九
七
・
九
五

秋
田
農
曾
空
き
一
・
-
石
l
z一

続
-
=
一
一
の
千
四
歪
i
型
、
七
-z一翼!一一六、八・
8
豆
l
菜、

九・六七九
l
A六

日
本
植
病
曾
報
四
の

z
.
qユ一一九

同

豆
の
一
・
宝
|
四

透

務
委
の
疫
病

九
大
拳
a
R
六の一一・一
o
z
l
一。

北
海
道
に
於
け
る
稲
熱
病
の
護
生
伏
況
と
其
の
特
殊
環
境
に
就
て
(
議
要
)
日
本
植
病
曾
謹
の
車
、
同
・
=
一
両
|
茸

郎司 男 郎

北
海
道
に
於
け
る
副
耐
熱
出
mm民
生
伏
況
と
甘
穴
の
特
殊
環
境
に
就
て

葵
則
撤
布
に
よ
る
稲
触
即
日
開
防
除
効
果
の
一
例

出
水
期
に
蔓
延
す
る
稲
葉
化
萎
縮
病

稲
抽
宅
街
の
賞
一
防
に
は
出
穏
期
前
に
石
友
ボ
ル
ド
ウ
液
を

産
量
類
雪
腐
病
菌
の
生
理
的
性
質
に
就
て

粟
の
サ
サ
ラ
病
の
綾
生
と
環
境
要
素
及
卵
胞
子
庖
理
と
の
聞
係
に
就
て

露
歯
科
菌
類
に
闘
す
る
研
究
(
四
)

- ~時司

委
類
の
菌
技
術
に
就
て
門
一

i
一一
ν

時大大
期Z毎週臨
に 需の
依腐 形
るー術 直言

聖書臨
のに

費量
と と
整営
業腐

装震
の性
iIと

華街
及係
水
素
ィ
オ
シ
濃
度
の

一
一
一
・
普
通
作
物
の
病
害
に
側
す
る
事
項

博

冷
害
防
止
の
科
事
前
針
策

札
幌
農
林
一
言
語
・
董
下
回

同

一一六の一一面
-
Z
3
0
6
l芸品

現
代
農
業
一
の
へ

-LC12

同

一の
A
・一一一

農
林
省
農
卦
献
金
報
一
百
四
・
国
百
一

l
夫

同

一
の
同
・
四
莞
l
A
C

農
閑
一
O
の
六
・
一
問
。

l
一六、七-一六一一五

1
2一

周

一O
の
一
一
-
一
一
爵
ア
喜
一

島
友
一
一
四
七
・
き
ー

農
業
歪
エ
・
一

1
5

~ 
-JL 
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本
邦
に
於
け
る
植
物
病
警
に
側
す
る
文
献
目
録
(
一
九
一
一
一
五
)

弁
尾

陸

島取塚

奥
農農好

博

育
種
用
費
一
月
)
エ
ロ

1
モ
ザ
イ
ヅ
グ
に
封
す
る
小
委
品
種
の
抵
抗
性

脊
積
用
組
概
(
一
一
一
周
)
遮
先
日
夜
に
よ
る
稲
熱
病
性
の
蜜
定
政
に
之
に
よ
っ

て
僚
出
せ
る
特
種
の
耐
病
系
統
、
稲
熱
病
愛
生
地
に
於
け
る
側
縄
選
抜

の
効
果

帯
同
種
用
報
(
五
月
)
臨
別
調
冷
害
援
統
性
氷
稲
皇
嗣
積
育
成
上
の
一
考
察

(
鮪
崎
洋
一
)

育
種
遁
報
(
和
田
祭
太
郎
・
深
野
弘
)
小
委
品
種
の
グ
リ
ー
ン
モ
ザ
イ

ヲ
グ
鎗
抗
性
と
エ
ロ

1
モ
ザ
イ
?

F
抵
抗
性
の
発
別
に
依
る
一
剛
種
病
型

の
判
定
.
本
邦
各
地
土
撞
に
於
け
る
小
委
モ
ザ
イ
ア
グ
病
原
の
分
布

育
種
遁
岨
報
・
小
委
の
育
種
試
験
に
於
け
る
モ
ザ
イ
ツ
グ
病
抵
抗
性
の
検

定
〔
石
川
喜
三
郎
・
野
津
原
遁
・
西
村
春
次
)

技
術
的
に
見
た
る
東
北
地
方
の
凶
作

凶
作
針
策
に
就
て
(
一
!
日
一
〉

生

凶
作
の
随
伴
者
た
る
稲
熱
病
の
撲
滅
法

民
刷
業
虜
分
の
必
要
な
る
所
以
に
就
て

稲
藁
虜
分
の
必
要
に
就
て

試

稲
作
の
主
要
病
害
掻
防
除
要
項
(
一
|
四
)

稽
麹
・
術
の
激
防
は
出
穂
前
に
防
除
せ
よ

嵐
賓
の
靖
種
期
に
散
り
病
害
防
除
上
の
注
意

議

恐
ろ
し
い
小
委
の
傑
理
加

ピ
F

ル
車
賓
の
府
警
態
防
法

開
稲
の
晩
翠
生
摘
叩
絹
熱
・
討
に
闘
す
る
一
一
一
一
一
の
考
由
来

稽
曲
部
出
"
と
其
の
防
除
法

四
1L 

農
園
一
O
の
一
・
一
芸
了
直

同

誉
会
矢

l
g

同

一
。
の
五
三
-
一
歪
ー
さ
一
一

同

一O
の
七
三
缶
百
ス
l
豆一一

同

一O
E
O
-
一
一
草
八
九
|
梨

山
形
農
曾
毅
一
六
0
・五
l
一西

一気)・一一
l
匂
一
七
一
会
!

青
森
農
禽
報
一
一
六
0
・一!六

同

一
喜
・
草
子
尚
一
-

新
制
情
農
曾
報
完
封
・
へ
岡
武
l
A

徳
島
農
曾
要
。
五
・
六
、
実
・
六
、
君
。
四
・
六
、
六
O
実

同同

六
一
手
六

fnJ 

さ
ん
-z

鳥
取
農
就
農
時
令
・
一
切
一

z
l耳

同

A--一回一一九
l
z一一

同

ん
を
一
四
霊
会

北
斗
農
報
Z

の
A
・一

官室毒
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Q 百庫。

国同 回

貞

ロ本回島木弁

徳

馬

正2失1m 義貞春間義
太忠

車
暑
の
萎
縮
・
婦
と
立
ハ
防
除
法
に
裁
て

向
陽
箆
縄
問
正
の
九
・

-j-ハ

車
置
萎
縮
病
防
除
に
闘
す
る
試
厳
成
績

同

五
の
ご
ユ
キ
l
一.6

小
委
の
萎
縮
婦
の
防
除
に
就
て

岐
阜
慶
骨
間
報
三
の
コ
・
一
丁
宣

創i

稲
の
馬
鹿
常
国
病
朕
薗
聞
の
生
化
由
宇

農
型
。
の
す
↑

t---

試

委
類
の
委
縮
病
猿
防
に
就
て

雨
説
回
の
ご
・
一
一
!
五

E正

稲
熱
病
に
繰
っ
た
宿
直
需
の
蕗
理

凶
作
掛
策
の
一
手
段

山
日
目
震
曾
報
交
六
・
葦
l
六

農
園
一
0

・5
z
l七

夫

東
北
地
方
の
冷
害
に
つ
い
て

教
育
農
事
四
の
す
三
千
人

曹

稲
熱
病
創
刊
策
に
裁
て

益
備
農
報
R
O
E
-
g一一
l
回

臣

蔚
紋
枯
出
"
と
殺
崎
明
・
法
と
の
関
係
(
態
報
〉

第
一
一
徳
田
明
時
の
脇
陣
件
と
且
置
山
間
と
の
聞
係

島 1謁
損 傷
良三
試の
. .予
報君主

空よ
歪
? 
宍

稲
紋
枯
病
防
除
試
敏
成
績
猿
報

ヲE

紋
栃
術
の
第
一
次
侮
染
防
除
に
摘
す
る
考
起
用
(
講
要
〉

東
北
地
方
の
凶
作
と
之
が
科
接
的
針
策

高
市
部
金
橋
村
に
於
け
る
血
相
熱
婦
に
つ
い
て

委
類
の
一
新
婦
警
僚
斑
術
に
就
て

日
本
国
恒
術
禽
毅
一
品
の
一
・
虫
色
し
旦

農
閑
一
。
の

τさ
l
回一

郎

奈
良
農
曾
報
さ
の
一
一
喜
一
・
一
ヤ
A

勝

向
陽
慶
報
志
の
コ
・
一
|
四

注
煎
次
第
で
m耐
熱
病
は
渇
れ
る

大
日
本
農
報
一
一
き
・
四

一
、
普
遁
作
物
の
備
容
に
出
関
す
る
事
項

四九一一日
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本
邦
に
於
け
る
揃
物
・
何
者
に
闘
す
る
文
猷
目
録
〈
一
九
一
一
一
五
u

日磁蟻国原地村生

i
 

J
U
 

梅保

田浅山

場

屋

鹿

場

武勝和

秀之太
重編顧ヨR重

毛直太衣

問
、
特
用
作
物

ω病
害
に
闘
す
る
事
項

文

桑
赤
溢
・
術
曲
国
民
寓
b
L含

華

民

3.MWER
の
寄
主
慢
侵
入

丞

策
実
英
の
歯
後
婦
と
共
の
防
除

除
血
岨
拙
剰
の
主
な
る
病
害
と
其
の
防
除

郎

貯
蔵
品
理
業
の
餐
熱
と
腐
敗

煙
草
の
例
理
・
婦
に
つ
い
て

吉明勝祐

煩
草
モ
ザ
イ
ク
病
の
細
胞
接
的
研
究
第
一
報

品
晴
樹
耐
実
-
性
に
倒
す
る
研
究

北
海
道
産
桑
樹
病
響
畠
に
就
て

桑
樹
の
耐
寒
性
応
酬
闘
す
る
研
究

郎

高
価
畿
の
桑
尉
褒
芽
に
及
印
す
影
響

三位
I;:l・

鶴
岡
世
襲
柏
山
内
に
就
て
竺
一
)

光

煙
草
モ
ザ
イ
ク
タ
術
続
殺
へ
一

i
一一
v

郎

煙
草
容
胴
術
の
術
理
解
剖
問
(
講
要
)

立
績
績
に
射
オ
る
町
制
摘
性
重
警
閣
議
に
関
す
る
生
理
甥
的
研
究

(
第
二
報
)

寸
ウ
ス
ベ

-
-
P
ザ
タ
ケ
片
新
掴
柵
)
の
寄
生
に
よ
る
桑
樹
の
株
腐
総
に
就
て

夫郎邸

ヒ
ヲ
タ
ケ
の
寄
生
に
肉
る
桑
樹
の
様
腐
術
に
就
て

甘
熊
限
状
瑳
結
』
婦
に
就
て

四
九
四

日
本
植
病
曾
撃
の
=
・
一
完

備
容
三
の
4

司
会
さ
|
封
8

同

一
三
の
一
一
人
さ

i
s

日
本
車
線
血
事
禽
血
事
術
講
演
曾
講
演
集
(
第
一
一
瞬
)
三
l
i
大

教
育
農
事
四
の
骨
・

A
a
1
8
0

日
本
植
・
対
曾
撃
の
手
石
ア
一
豆

札
幌
農
林
一
廷
の
一
一
一
軍
・
耳
令
l
主

衣
笠
沼
報
諸
問
ゴ
一
・
阿
武
1
六回

嚢
)
・
一
苦
ト
美

同車
業
の
朝
鮮
ゴ
一
の
宮
・
一
葦
l
六

山
拘
血
哩
一
一
一
の
一
・
毛
ー
さ
一

場
資
宿
泊
信
一
回
の
予
三
一
1

丸
、
六
・
望
l
A

日
本
穐
嫌
曾
翼
の
弓
同
・
エ
問
。

日
本
作
物
記
盲
申
告
の
=
・
一
会
|
苑

時
時
類
の
研
究
一
の
-
・
九
l
一六

-の一一・回草
l
六

同者
個
帽
岬
摘
作
研
究
旬
報
一
ヨ
の
一
C
・
T-



同同岡同銀iJl前松松富中

田

同中中農岡周酒同開

山村本
田帰木浦城山部:山弁

心山
』
目* 耳Z林清

稚竹
衣五太鑑康農

太

業
柏
市
測
の
甘
摘
に
及
ぼ
す
影
響
殖
に
裂
病
に
蜘
係
す
る
僚
件

弘

甘
鵡
業
鞠
赤
道
絡
に
就
℃

何
指
向

mの
甘
抽
摘
に
及
ぼ
す
影
響
班
に
島
町
柏
病
菌
の
業
鞠
内
に
於
け
る

生
存
掬
周

轟
晴
樹
委
縮
・
山
内
の
病
原
と
目
き
る
る
グ
イ
ル
ス
(
限
外
徴
生
物
)
に
就
て

・

次元

桑
の
紫
紋
羽
病
に
就
て

義

桑
の
紫
紋
溺
病
被
害
地
の
土
壇
場
消
毒
に
就
て

薬
種
の
薗
篠
病
に
就
て

晶
県
議
の
亭
曹
と
茶
殻
防
策

郎1奪

桑
の
細
菌
病
被
害
に
隠
す
る
調
査

郎

煙
草
の
連
載
性
府
警
に
就
て
の
考
察
(
瀞
要
)

棉
花
の
袋
渚
と
山
間
信
審
問
題

郎

轟
晴
樹
萎
縮
山
間
病
原
に
関
す
る
研
究

養
書
家
の
心
得
置
〈
ぺ
寺
、
桑
樹
の
萎
縮
病
と
海
防
封
策

省

紫
雲
英
の
薗
榛
除
去
に
就
て

之

桑
樹
被
害
の
猿
防
及
蕎
後
策

試

事
岬
荷
毅
熔
と
芙
の
病
害

績

晶
晴
樹
萎
縮
病
の
侮
染
に
関
す
る
一
知
見

四
・
特
用
作
物
の
由
拘
置
冒
に
闘
す
る
事
項

郎

晶
晴
樹
萎
銘
記
周
の
侮
換
と
媒
介
局
趨
と
の
側
係

桑
樹
鯛
結
締
猿
防
方
法
に
闘
す
る
事
項

同

一菖の三一・一
1

回

同

一回の

τ一ーl
-

一回の一一・一
1

回

山
形
農
試
食
友
曾
報
一
美
-
A
1
一草、

山
形
農
借
間
報
一
室
・
三

T
g

m仙
胴
曾
報
国
の
豆
一
六
・
歪
!
六

周同

四四の豆一九・四人
l
き

福
井
農
曾
級
三
一
・
望
|
穴

憲
糸
界
報
居
の
A
・八千
1
圃

車
線
凪
干
獲
琢
A

の一、-一・
3
下
夫

日
本
植
病
晶
画
報
五
の

一・一。一

i
a

農
業
空
宇
一
豆
l
九

寓
拍
脈
拳
毅
一
七
の
九
・
沓
干
喜
一

農
業
世
界
き
の
一
六
・
一
き
1
-一

農
産
品
事
報
孟
・
蚤
l
A

寓
鯵
界
報
四
回
の
五
一
九
・
五
人
ム
七

岡
山
鹿
蹴
長
重
資
料
亭
一
一
ん
|
九

露
鎌
倉
聾
且
天
皇
完
1

豆一一

大
臼
本
慶
報
一
両
九
・

窓
岨
幌
界
報
室
兎
・
六
回
|
八

四
九
五
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本
邦
に
於
一
け
る
植
物
馬
車
問
に
関
守
る
文
献
同
偽
ハ
一
九
一
一
一
五
V

崎

芳
市7c 倉

虎

杉曲田本遺木蔵

梅

之
清

太
卒彦晴圃正義離

之

助

除
趨
菊
の
病
容
に
就
て

侮

穂
木
及
苗
木
の
胴
柏
病
消
毒
試
駿

透

煙
草
の
腰
折
病
特
に
病
原
菌
に
就
て
(
講
要
)

章

桑
の
表
白
櫨
病
菌
特
に
共
の
分
生
胞
子
時
代
に
就
て

郎

甘
擦
の
藁
片
赤
獲
術
と
其
の
防
除
法

司

金
問
聞
の
栽
培
家
が
悩
ま
さ
れ
て
ゐ
る
薄
荷
の
銃
病
と
英
の
防
除
法

審

煙
草
疫
病
の
研
究

煙
草
の
種
藁
性
(
吋
C
V
E
B】

spzユ
ユ
『
巴
)
グ
ア
イ
ラ
ス
病
(
殻
報
)

煙
草
・
病
害
置
の
愛
生
と
防
除
法

踊
問
草
残
幹
整
理
と
病
害

芳

本
年
多
重
せ
る
晶
晴
樹
萎
縮
婦
の
遠
因
に
就
て

k
p
=
2
昔
話
富
良
弘
盟
国
争
菩

S
E
E
S

臣作彦堆

紫
雲
英
薗
核
病
菌
菌
核
の
二
一
一
}
酵
素
の
横
索

棉
の
病
害

五
、
果
樹
類
の
病
害
に
嗣
す
る
事
項

盃

苗
木
に
依
て
侮
掃
す
る
果
樹
類
の
根
康
暗
躍
病
と
其
防
除

柿
帯
雨
葉
病
と
其
の
防
除

葡
萄
の
炭
痘
病
一
名
晩
腐
病
と
其
の
防
除

四
九
六

日
本
酒
雄
四
七
の
九
会
事
l
z

新
桑
曾
報
車
・
↓
三
下
一
回

日
本
植
病
禽
報
四
の
耳
、
回
・
三
石

-
田
線
血
宇
報
一
七
の
一
・
一
l
七

病
極
ユ
一
一
の
ゴ
一

A
H
A
-望

農
業
世
界
き
の
九
・
一
一
O
一|六

病
趨
ニ
一
石
一
一
・
一
目
。
i
R

同

の一
0
・支

T回

農
報
(
鹿
児
島
綜
農
曾
)
ゴ
一
五
・
一

z
l
z

同

一
票
)
・
一
語
六

福
井
農
曾
報
三
智
子
1
1
2

宇
都
宮
高
農
事
報
一
石
一
一
-
一
石
l
四一一

植
動
ヨ
の
ん
・
一
盟
七
九

島
根
農
曾
報
豆
一
・
一
昔
ー
ー
一
一
一

病
議
一
一
一
一
の
す
老

Cコ
三E

同

一一一一の六・望平。草

日
本
園
雑
四
七
の
四
・
二

f旦
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葡
萄
の
炭
痘
出
"
と
其
の
防
除

葡
萄
の
炭
底
病
一
名
曲
四
腐
ら
肘
と
其
の
防
除

続

閣
情
の
病
気
と
殻
防
・
法
(
一

1
5

雑
果
の
病
気
と
拍
車
防
法

雄

青
果
市
場
に
於
け
る
病
害
研
究
の
重
議
荏

B量

梨
黒
斑
備
に
射
す
る
袋
紙
の
種
類
に
闘
す
る
試
厳
成
績
(
議
要
)

二
十
世
紀
梨
黒
滋
病
の
今
昔

直

果
樹
閣
の
ギ
ヤ

νグ
病
院
副
賞
防
除
の
葉

貯
蔵
庫
毘
柑
の
腐
敗
防
止
と
採
集
適
期

治~ 

葡
萄
の
病
害
(
一

l
玄
)

梨
の
術
審
議
諮
(
一

1
六
}

桃
及
季
の
病
害
講
話
〔
五
)

桃
及
李
の
病
害
(
四
)

本
町
脚
果
樹
閣
議
家
の
病
害
防
除
上
改
善
を
要
す
る
事
項
に
就
て

温
室
蘭
萄
の
擬
似
モ
ザ
イ
ツ
グ
病
の
病
原
に
闘
す
る
研
究
(
海
副
将
)

梨
曲
四
三
百
の
襲
警
と
英
の
回
避
策

梅
雨
時
期
に
特
に
注
愈
す
ぺ
き
果
樹
の
出
向
害

白
桃
の
不
時
事
情
業
の
原
因
と
其
の
劇
的
策

五
‘
果
樹
類
の
自
問
答
に
幽
閉
す
る
事
項

男

問
、
五
周
に
於
け
る
柑
循
の
病
室

naと
其
の
防
除
法

富
山
農
雑
芙
昔
・
一
軍
l
回

山
梨
の
農
業
ニ
司
王

果
物
局
報
ニ
主
・
一
九
l
一一=、コ七世一・
2

六

一石園三=一
l
四

良
間
一
O

の一・一一宅
l
z一七

日
本
植
術
曾
報
四
の
=
一
、
四
・
三
回

同岡
市
紛
王
園
一

8
・ス
i
一面

農
業
世
界
き
の
一
一
・
一
望
l
七

農
園
一
O

の回・一
C
宝
l
z

農
家
の
友
翼
-
R千
六
0
.

霊-雪
1
昔
、
実
・
蓋
l
A
、

実
・
喜
一
i
入
、
四
莞
・
宅
l
き

果
物
用
誠
一
一
畠
・
一
一
回
|
八
二
一
美
・
九
|
一
豆
、
ユ
集
・
一
z
l
昔、

ユ夫・一
E
l
E
二
右
九
・
一
六
l
A二一八
0
・一六ーさ一

同
-
一
三
了
ユ
九

Z
一一

農
家
の
友
同
E
0
・
六
千
八

果
物
月
報
一
一
吉
一
・
一
三
l
E

同

一極・六
l
一回

一七六・一
l
肉

同同

-毒-A1
ニ

同

一石八・回
l
A

長
報
(
鹿
児
島
直
属
曾
)
一
量
・
一
六

合2

四
九
七



童E卒樽伊木d、d、黒周周同

本
邦
に
於
け
る
積
物
婦
警
に
闘
す
る
文
献
目
録
(
一
九
三
五
V

島
野賀揮東村称坂F事木

良

宮一
・

宅

村

抵

春

太

松

尾

露

村

田

謙

太

同同同周

敏正恒信!i 源英Z停

三英夫畜

柑
循
議
海
山
開
山
胸
膜
萄
の
寄
申
確
に
就
て
(
講
要
)

葡
萄
落
幅
茂
性
砧
木
裁
島
原
成
櫨
風
車
に
其
の
利
用
法
(
一
一
一

l
四
)

齢
別
杷
衝
鋪
満
車
防
に
測
す
る
試
雌
(
謙
要
)

事
果
責
黒
貼
締
及
サ
ピ
果

(
g
E
E宮
間
)
の
綜
合
的
防
除
法
に
就
て

(
鵡
要
)

抽
刊
舗
新
病
害
「
曹
情
葉
性
グ
ア
イ
ヲ
え
鰐
」
の
原
因
と
針
策
法
『
諸
問
要
)

容
の
果
樹
園
、
何
者
の
海
防
法

掛
刊
橘
庫
調
」
伽
病
薗
の
胞
字
型
に
就
て

漏ヨ町夫

蜜
柑
の
象
皮
病
に
は
石
炭
硫
黄
合
剤
の
撒
布

初
織
の
二
一
一
一
府
警
と
防
除
法

治

果
樹
の
筆
書
と
懇
書

郎

李
の
病
・
害
と
其
防
除
法

事
宇
病
害
織
防
除
脳

車
電
圃
胃
膏
巣
物
の
・
婦
警
掴
需
要

水
鶴
子
に
よ
る
柑
繍
腐
敗
防
止
試
厳
成
績

梅
黒
恩
病
海
防
ぬ
奨
励

桃
館
業
備
の
健
生
之
茶
封
策

梨
病
轟
防
除
膚

郎美郎勉

奈
良
臓
に
て
奨
働
し
つ
つ
あ
る
閑
醤
作
駒
山
内
警
の
願
除
海
防
(
一
|
二
)

聞
事
術
掻
警
の
防
除
圃
肩
『
一
一
一
)

四
九
八

日
本
橋
病
曾
報
草
の
一
・

8
1一

果
物
月
報
-
豆
一
・
一
揖
l
今
一
話
量
・
三
Il
九

日
本
植
婦
曾
謹
の
豆
、
回
・
霊
園

同

四
の
耳
、
四
・
一
五
一

T
Z

同

回
の
耳
、
守
一
一
葦

寓
民
協
禽
毅
芳
ν2・一一九

日
本
植
鰐
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ペ
プ
品
ア
の
細
菌
性
蕊
艶
病
と
防
除
法

晩
秋
か
ち
早
春
に
多
い
草
花
の
薗
後
鋳
と
防
除
法

同

一
八
の
昆
・
菜
よ

助 .郎

一九の一・
-
O
A
i
-
o

間
婦
に
顕
は
る
る
百
合
の
aM
問
答
百
態
(
一

l
二

)

文

化

農

相

概

一

六

千

一

平

1

昔
、
一
若
・
一
角

1
4-一一

瓜
類
炭
箆
病
菌
と
奈
豆
炭
毎
日
間
の
胞
子
震
芽
と
山
内
原
性
に
就
き
て
(
池
肝
要
)
日
本
植
病
舎
報
誌
m
u
一・美
1
-

静
岡
際
農
曾
売
の
一
0

・系
lh官

同

花
百
合
の
病
害
の
激
防
に
就
て

生生司箇司司

関
嘗
植
物
の
疫
病
と
防
除
法

貨
際
関
益
一
九
の
一
・
函

i
九

百
合
モ
ザ
イ
ヲ
グ
出
向
の
X
慢
に
就
て
(
憲
報
)

日
本
植
病
曾
報
誕
の
一
・
き

l
望

第
豆
の
綿
魔
術

同

五
の
百
三
軍
|
盃

胡
瓜
の
病
害
防
除
に
就
て

青
森
農
曾
報
一
一突

-
E
l六

曾

甘
泌
の
病
害
鐙
と
其
防
除
法
(
上
、
下
)

徳
島
勝
農
合
報
苔
今
回
、
六
一
0
・圃

大
板
の
病
気
黒
腐
病
(
ニ
)

同

六一六・六

回

腕
一
一
肢
の
禍
事
・
内

同

六一八
-z

雄

甘
譜
蔓
剣
病
の
ワ
グ
チ
シ
療
法
に
蔵
て
門
講
要
ν

日
本
植
術
曾
級
車

ωτ
ん
一
丁
回

農
闘
志
の
八
・
五
命
l
哲

胡
瓜
栽
箔
に
恐
る
べ
き
黒
星
錆
と
共
の
防
除
法

五
O
一-一

六
、
議
護
班
に
花
芥
類
の
病
害
に
関
寸
る
事
項



渡

本
邦

於
け
る

市若
;湯 f持
病 害
警 に
と闘
しす
てる
の文
茄猷
子 同
唖録
"" t"'¥ 

富Z
4 一
品芳
止・一
法

関
す
る
考
察

男

'a

・
，H
U
 

盲首同常日逮泡同今伊空E同

遜
ロ

際
回弁谷高藤見腕藤弁

恒E量
幸武

占，、武斡

曾

胡
瓜
の
露
薗
病
騎
除
液
を
完
成

E肇

薬
種
の
主
な
る
病
警
と
茶
の
防
除
(
一

l
一
一
}

西
瓜
の
益
郎
総
(
萎
凋
鋳
)
に
闘
す
る
病
理
象
的
研
究

4
・

3揖
q
E
S

S
Eヨ
の
代
謝
生
理
特
に
そ
の
瓦
斯
愛
生
に
就
て

a
'
F
E
A
R苦
言

2
の
培
養
陳
久
液
が
植
物
に
及
ぼ
す
有
害
作
用
に

つ
い
て

高
・
一
般
考
察
、
水
分
遁
導
組
織
の
局
部
的
出
制
緩
訟
の
提
唱

西
瓜
の
蔓
割
病
門
萎
凋
病
)
に
闘
す
る
病
理
血
予
約
研
究
ハ
第
五
報
)

E
h
-
-
2
5
S
8
2
定
量
の
代
謝
生
理
他
府
に
其
の
瓦
斯
愛
生
に
就
て
(
講
要
)

胡
瓜
の
萎
凋
府
門
釜
割
病
)
強
に
其
の
一
雄
防
法
と
し
て
の
床
土
の
消

毒
に
就
て
(
謙
要
)

甫雄

七
、
株
木
並
に
竹
類
の
病
害
に
閲
す
る
事
項

醇茂.

P
5
4司

bS90H官
宮
内
同
同
意
思
E

O
同

Z
P
V史岩田
r
g
g
o『
同
4
F
E
E
警
告
耐
定

、s.2宮
官
。
.
同

2
司

-
E白
星
~
安
宮
島
三
芝
、
a
旨
口
言
。
司
自
・

言
。
吾

m
Z司
4

2

E

膏
比
若
え
3ζ
官
置
し

es言
語
ロ
・
弓
・

樹
木
の
心
材
腐
朽
性
疾
病
と
防
風
被
害
(
謙
要
)

雄也

関
風
被
害
と
樹
病
撃
の
問
題

東
京
の
名
木
ナ
Y
ヂ
ヤ
モ

ν
ヂ
ヤ
の
死
因
と
な
っ
た
ベ
ヲ
コ
ウ
タ
ケ
に

積
て

造
林
の
病
警
に
就
て

夫夫

切
口
旬
。
伺
氏
ゆ
木
材
腐
朽
に
闘
す
る
輿
設

木
材
の
市
場
保
績
の
一
手
段
と
し
て
の
蘭
書
輪
車
防
に
就
て

五

O
四

農
閣
一
。
の
一
0
・
三
重
i
歪

山
口
由
民
曾
報
夫
一
・
回
大

精
度
コ
一
の
一
一
・
了
志
、
軍
一

-
z
l九

九
大
銀
事
六
の
四
・
E
一
千
ー
さ

同

穴の酬・ヨ三一
l

阿哲

同

六
の
回
会
一
四
八
l
完

日
本
植
病
曾
副
格
安
り
一
・
令

"、

同

ま
の
一
・
哲
也
l
九

宮
崎
高
島
凪
予
報
八
・
完
l
八五

日
本
植
病
舎
報
烹
ヱ
・
九
七
l
A

植
動
ヨ
の
一
・
き
ヤ
l
一石

日
本
植
病
舎
制
撤
回
の
耳
、
四
・
一
一
O
五
i
l
七

官
軍
輔
岡
山
林
一
実
・
霊
l
問。

日
本
植
山
内
曾
報
聞
の
耳
、
回
・
一九七
1
1
1
0
一

同

五の
Z
2
2
一O
回
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上 明 問

答

島宅

K 

内門門木

君E 林
市己義義丙

‘ 

貯
水
或
は
用
材
の
腐
朽

プ
ナ
丸
太
坊
の
幾
色
の
原
因
と
之
が
防
止
に
測
す
る
研
究
(
講
要
)

プ
ナ
丸
太
材
の
獲
色
の
原
因
と
之
が
防
止
方
法

プ
ナ
丸
太
材
幾
色
の
原
因
疏
に
之
が
防
止
に
闘
す
る
研
究
(
償
報
)

プ
ナ
材
の
黒
鍵
防
止
に
就
て

者 康 慶

木
材
の
耐
朽
性
試
験
成
績

プ
ナ
丸
太
材
質
色
防
止
期
油
m
布
貨
行
例

d
号
待
品
目
。
匂
宮
司

ro
品
。
『
同

wozg旦
rrg早
宮
広
島
。
『
門
》
縫
き
軍
当
.a

』
白
刷
司
酒
場

AMF

ヒ
ノ
キ
徳
利
出
"
と
そ
の
針
策

現
業
員
よ
り
見
た
る
僧
徳
利
病
と
そ
の
針
策

抵
材
の
背
鍵
と
其
の
原
因
に
就
て

松
材
の
膏
櫨
援
を
起
す
「
セ
ラ
ト
ス
ト
メ
ヲ
・
ピ
セ
エ
」
趨
聞
に
闘
す
る

研
究
。
木
材
の
育
園
理
に
関
す
る
知
見
「
第
一
一
一
報
)

松
討
を
侵
害
す
る
青
獲
薗
コ
一
穫
の
比
較
研
究
(
機
報
)

郎D 商一一

松
材
の
含
水
量
と
育
園
埋
蔵
の
愛
育
と
の
闘
係
(
・
講
要
)

也
、
材
木
並
に
竹
類
の
街
警
に
捌
す
る
事
項

馬

援
対
の
背
幽
哩
を
超
す
セ
ヲ
ト
ス
ト
メ
ラ
・
ピ
セ
エ
薗
に
側
す
る
知
見

。G

固
ま
官
民
。

=:c己

Hez。
主
&
四
6

2

『
岳
。

E
F】
雲
母
3
.
0
『
ヲ
支
払

同ロ

F宮
口
・
圃
-

m
山富品目

4
2
8
9量
量
言
&
H
S
1
2曲
民
α
図。回二
ro

g
z
g
o『

F
Z
g
回
目
色
目
。
同
玄
図
。
可
申
時
国
・

E
H
e
s
s
号
。

z
z
g
p巴回目
m
g
o『

E
S
S
E
切曜、

E
S俗
芸

ゐ

岡、

g
a
z
F
2
2
5
0
E
n色
ぽ
官
官
ユ
自
陣
乱
山
r
s
g
g
z
s
E

r
'
h
'唱
'

回

・

.

苦
竹
材
の
腐
朽
に
就
て
ハ
第
二
報
)

総
量
三
の
三
・

2
Tニ四

日
本
摘
出
納
曾
報
四
の
弓
回
・
ニ
閉
O
l一

同

五の一一・一干

Aa--七

東
京
後
林
局
報
三
・
一
z
i
g

高
知
林
友
一
八
一
・
五
l
-
一

農
業
の
滅
型
の
一
一
・

5γ
一問

東
京
畿
林
局
報
二
七
・
室
人

東
京
慶
大
紀
同
・
-
!
一
五

熊
本
研
修
一
一
O

の
三
一
・
長
|
八

日
本
製
協
報
告
一。の
字
架
孟
l
九• 

陣
凶
暴
研
究
詰
・
一
ズ
ヨ
丁
三
六

山
別
掲
ニ
一
一
の
一
-
一
夫
!
芸
一

日
本
植
山
胸
骨
間
報
五
の
一
・
爽
l
七

植
動
ヨ
の
ニ
・
ヨ
一
月
五
七
円

大
限
度
目
祈
豊
口
同
の
四
・
墓
石
1
5

同

七の

τ二
五
|
一
ズ

日
本
林
製
曾
諒
一
留
の
九
・
套
一

i
九

五
O
五



徳

軍事 本
務
に
於
け
る
楠
物
病
害
届
す
る
文
献
目
録
ハ
一
九
一
一
一
五
)

曾

竹
械
を
旋
す
病
気
四
つ

z.ゾ
マ
す
心
材
白
斑
腐
朽
甜
圃
タ
ウ
ヒ
カ
ハ
ヲ
タ
ケ
及
共
近
似
種
の
性
欲

と
侵
入
の
綬
賂
岨
に
海
防
法
に
就
て

IU 

野・島

山首

本
弁

朝

名

tむ

浅

弁

明書E隊員証

日平安生

山 首華麗

秀敏ヨIC:x 

後

百匝

原長

谷

}II 

播

本

演

禍

帆

足

民

紅

同

農
義重若手太

秀
給

順

雄雄甫

舗
の
黒
斑
病
接
種
試
駿
成
績

入
、
雑

類

~ 

da叩

F
U『
《

四

戸

市

民

hsrzoロ
ヨ
旨
吋
』
eR-zeロ
・
叶
r
H
E
5・

B
宮
原
の
耐
想
性
判
定
に
闘
す
る
貨
駿
成
績
(
第
二
割
椴
〉

賞文 夫 郎 郎

品
開
胞
作
物
輔
棋
は
旧
に
於
け
る
綴
繍
歯
周
の
際
用
(
下
〉

緑
肥
作
物
栽
培
上
根
腐
簡
の
隊
用

修
正
さ
れ
た
植
物
命
名
規
則

郎

創
作
政
者
奨
働
事
業
と
線
婿
菌
の
利
用
に
就
て

雄

え
ズ
ラ

ν
の
.
一
崎
製
に
就
て

作

緩
鰐
簡
の
埼
養
塩
に
就
て

椎
茸
人
工
隷
埼
由
民
験
品
開

蹟武

位
理
茸
盤
情
の
貨
際

白
木
耳
栽
国
唱
斌
困
層
成
鍬

濁

山
林
の
調
室
化
必
に
フ
レ
ー
ム
化
・
を
提
唱
す

郷
土
研
究
を
主
限
と
せ
る
茸
類
の
研
究

ー

五
♀
ハ

徳
島
長
曾
報
開
一
三
五

日
本
林
拳
曾
諒
一
七
の
ん
・
六
回
同
i
衰

日
本
植
出
向
曾
報
五
の
一
・
四
千
人

kpa"EM占

S
E
ES
A・
四
ヤ
六
回

農
間
一
O
の
一
・
吏
l
尭

肥
料
研
究
界
一
一
九
の
す
四
l
ま

• 

農
業
奈
一
O

の一

・一一一
l
五

日
本
植
病
曾
翼
の
恒
一
・
一
重
1
1
九

向
随
農
報
一
葦
・
一
己
点
。
l国

傾
動
菖
の
九
・
一
哲
三
l
回

日
本
士
厨
緩
九
の
冒
す
会
き
l
一

茸
類
の
研
究
一
の
一
-
z
o
l
z

農
民
文
化
九
の
一
一
一
・
図
l
六

高
知
株
主
会
・
一
千
一
一
一

民
類
の
研
究
一
の
一
・
一回
i
恒

同

一
の
-
・
這
!
六
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111 黒川藤

政
谷田

医

音

議司
パ
・
鯵

哲末光観二続源龍
~ 

有
様
館
山
m叩
纏
例
の
週
間
査
ご
)

一
家
一
一
一
人
を
死
亡
ぜ
し
め
た
猛
毒
噂
シ
ロ
タ
マ
ゴ
テ

ν
グ
タ
ケ

カ
ウ
タ
ケ
の
利
用
法

夫

ヌ
メ
リ
ツ
バ
タ
ケ
斑
に
オ
=
プ
ス
ペ
試
食
記

ハ
Y
ゲ
Y

ヨ
ウ
及
び
4
e

タ
タ
ピ
の
瑳
業
の
解
剖
削
船
.
に
そ
の
緑
化
現
象
に

就
て

梨
赤
星
術
に
つ
き
て
の
小
山
翁
の
功
績

彦春

顕
微
鏡
官
民
朝
日

生
物
準
大
観

文

根
卿
簡
の
崎
養
と
働
問
送
法

郎文

視
鰯
薗
の
焔
奮
と
鎗
治
法
(
一
ー
一
一
一
)

治

な
め
ζ
奪
の
利
用
に
就
て

郎

榎
茸
の
人
工
情
木
栽
活
法

郎忠

馬
畿
郵
の
術
者
鐙

傍

桑
核
技
を
用
ふ
る
食
用
茸
の
人
工
義
埼
に
就
て

寅

鱈
封
安
奈
川
な
J

駒
椎
茸
畿
地
法

業
に
よ
る
樹
木
の
舞
定

郎厳

肝
臓
茸
試
食
記

安
知
識
禁
川
鯨
下
を
痩
一
守
た
恐
る
べ
き
省
警
と
其
の
封
策

均郎

時
婚
式
権
鷲
貧
血
町
第
焔
上
の
諸
注
意

類

同

一の一
・毛

1
8

同

一の一一三

git-一

同

一
の
子
一
0
3
1
4四

植
動
ヨ
の
四
-
S毛
l
四八

果
物
月
報
一
一八
予
言

l
z
o

内
回
答
衝
圃
-
美

内
田
老
舗
閣
門
凹
版
)
-
A
R

同

一九の一一

τ回
l
z

肥
料
研
究
界
一
死
の
九
・
六
l
品川、一
0
・
六
ー
へ
一
一・六!九

林
薗
H

骨
回
線
三
八
・
2

一・
l
四

農
業
世
界
ぎ
の
ご
・
=
一
一
六
l
z一

機
太
邸
中
央
試
厳
場
処
報
一
回
・
歪
t
'
h

認値書量一
J
O
の
六
人
ア
豆

岐
阜
農
曾
報
コ
一
の
一
・
奨
|
也

成
講
究
堂
言
回

務
類
の
研
究
一
の
て
契
l
七

農
業
世
界
ぎ
の
九
三
先
1
1
8

山
続
完
九
・
空
l
a豆

五
O
七



金

本
・
邦
に
於
け
る
植
物
病
警
に
闘
す
る
文
献
目
録
(
一
九
一
一
一
五
)

郎

日
本
絞
茸
の
人
工
華
旧

制

E
巳

W
F阿
国
図
。
円
。
区
制
唱

笠同同加同111 木北~t. 同同同同木d、

弁守子

幾
油業続原

村烏烏
林

太車干問君常

夫

』
伊
国
同
出
回
出
回

=E面
白
岡
同
回
目
。
口
開

生
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